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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

助 教 合島怜央奈 科学研究費助成事業 若手研究B
（代表）

間葉系幹細胞を応用した新規免疫学的
口腔がん治療法の開発

1，820

助 教 合島怜央奈 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

口腔粘膜切除後の瘢痕拘縮を予防する
高密度コラーゲン医療デバイスの開発

50

准教授 檀上 敦 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

スタチン系薬剤が口腔扁平上皮癌の発
育・浸潤に与える影響

1，040

助 教 森 啓輔 科学研究費助成事業 若手研究B
（代表）

人工味細胞を用いた味覚障害に対する
漢方薬の作用機序の解明および治療応
用

2，080

大学院生 内野 加穂 科学研究費助成事業 特別研究員奨
励費（代表）

基質硬さを感知するイオンチャネルに
よる新たな骨形成機構

900

教 授 山下 佳雄 平成31年度 先端医療技術
（先進医療に関わる）

（代表） 「局所麻酔下手術時の疼痛軽減を目的
とした VR（Virtual reality）の応用」

3，372

その他の学会
1 合島怜央奈：口腔がん治療について．佐賀市歯科医師会学術講演会．2019，2，22．
2 檀上 敦：有病者の歯科治療．一木会講演会．2019，3，7．
3 檀上 敦：実践編・口腔ケアのポイント．佐賀大学医学部附属病院 NST 勉強会．2019，3，14．
4 檀上 敦：スムーズな病診連携，医科歯科連携のための取り組み．いちりん会講演会．2019，7，

12．
5 檀上 敦：有病者の管理と口腔がんが疑われる患者の紹介のタイミングについて．大川三潴歯科医

師会令和元年度第1回学術講習会．2019，8，24．
6 檀上 敦：周術期口腔機能管理の実践．スタディーグループ1986講演会．2019，9，11．
7 下平大治：歯科口腔外科における慢性疼痛．慢性疼痛診療研修会 in 佐賀．2019，10，6．
8 山口能正：咬合と顎関節症．佐賀県歯科衛生士生涯研修会．2019，2，24．
9 山下佳雄：特別講演「がん患者の在宅療養時の口腔ケアの重要性」．好生館ライフサイエンス研究

所 地域連携口腔ケア研修会．2019，3，7．
10 山下佳雄：「がん患者の口腔ケア」．第7回佐賀がんリハビリテーション研修会．2019，7，20‐21．

プログラム 95‐99頁．
11 山下佳雄：基調講演「お口に関心を持ちましょう！」．第7回がんサロン「ひまわり」定期講演会．

2019，8，31．
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